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高
山
市
議
会
は
、
議
会

基
本
条
例
制
定
か
ら
５

年
を
経
過
し
て
、
第
２
ス

テ
ー
ジ
を
考
ま
す
。
あ
る

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
は
議
会

は
誰
で
も
参
加
で
き
、
意

見
の
言
え
る
広
場
で
あ
る

こ
と
を
示
さ
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
議
会
改
革
の
最
後

は
、
誰
も
が
無
理
な
く
議

員
に
な
れ
る
仕
組
み
の
実

現
で
あ
ろ
う
と
論
じ
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
論
調
も

捉
え
る
と
、
こ
れ
ま
で
の

議
会
改
革
の
論
点
６
項
目

（
①
議
員
の
身
分
・
待
遇

②
議
員
の
政
治
倫
理
③
議

会
活
動
の
評
価
④
議
会
と

市
民
の
関
係
⑤
議
会
活
動

⑥
議
会
体
制
整
備
等
）
に

つ
い
て
、
今
後
の
更
な
る

進
化
に
取
り
組
む
必
要
性

が
あ
り
ま
す
。
今
年
度
は

特
に
、
論
点
①
の
「
議
員

の
身
分
・
待
遇
」
へ
の
課

題
解
決
の
方
向
性
の
議
論

を
深
め
、
任
期
中
に
は
一

定
の
結
論
を
出
す
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。
そ
の
論
点

で
は
、
１
議
員
定
数
、
２

議
員
報
酬
、
３
政
務
活
動

費
の
あ
り
方
、
４
諸
手
当

の
あ
り
方
の
視
点
か
ら
議

論
を
重
ね
る
準
備
を
し
て

い
ま
す
。

　

さ
て
、
あ
る
研
究
者

は
、
「
議
会
と
議
員
は
公

と
民
の
境
界
を
調
整
し
、

共
助
を
作
り
出
す
。
行
政

が
ル
ー
ル
の
運
用
が
誤
っ

て
い
れ
ば
解
釈
を
正
す
。

制
度
が
ず
れ
て
い
れ
ば

改
正
す
る
。
住
民
の
声
に

な
っ
て
い
な
い
こ
と
ま
で

感
じ
取
る
感
性
を
磨
き

様
々
な
地
域
を
無
理
な

く
歩
い
て
そ
の
状
況
を
つ

ぶ
さ
に
把
握
す
る
こ
と
が

で
き
る
範
囲
を
考
え
、
制

度
に
ひ
っ
か
か
ら
な
い
も

の
、
制
度
の
境
界
に
あ
る

も
の
は
行
政
で
扱
え
な

い
。
そ
れ
を
感
じ
、
見
取

る
こ
と
に
議
員
の
役
割
が

あ
る
。
議
員
定
数
は
単
純

な
人
口
数
に
比
例
さ
せ
れ

ば
よ
い
の
で
は
な
い
。

　

問
題
を
抱
え
た
と
き
に

公
の
手
に
よ
っ
て
解
決
さ

れ
る
可
能
性
が
平
等
に
な

る
よ
う
に
す
べ
き
も
の
で

あ
る
」
と
語
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

　

こ
こ
で
、
市
と
し
て
日

本
一
広
い
面
積
を
有
し
、

点
在
す
る
各
地
域
が
持
続

的
な
発
展
を
可
能
と
す
る

こ
と
を
前
進
的
に
考
え
る

時
に
、
ど
う
あ
れ
ば
よ
い

か
に
配
慮
し
つ
つ
、
留
意

点
と
し
て
、
議
会
の
三
つ

の
常
任
委
員
会
に
よ
る
人

員
構
成
や
面
積
要
件
の
加

味
（
多
様
性
の
重
視—

市

街
地
・
支
所
地
域
）
と
多

様
な
住
民
意
見
の
集
約
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

 

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
今

後
の
人
口
動
態
に
も
留
意

し
つ
つ
、
常
に
、「
新
た
な

議
会
を
創
り
出
す
」
条
件

と
し
て
、
こ
の
論
点
で
の

具
体
的
な
方
向
性
の
醸
成

に
取
り
組
み
ま
す
。

議
会
改
革
で
今
年
度
に

解
決
す
る
論
点
は

　

高
山
市
議
会
に
お
け
る

政
務
活
動
費
は
従
来
よ
り

「
後
払
い
方
式
」
と
す
る

こ
と
で
適
正
か
つ
透
明
に

運
用
し
て
き
ま
し
た
。

　

政
務
活
動
費
交
付
に
関

す
る
条
例
は
平
成
29
年
３

月
27
日
に
改
正
さ
れ
、
特

に
領
収
書
を
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
公
表
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の

た
め
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

政
務
活
動
費
の
適
正
支
出

事
務
を
図
る
た
め
、「
政
務

活
動
費
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を

作
成
し
、
更
な
る
内
容
充

実
を
図
り
ま
す
。

　

次
ペ
ー
ジ
の
表
は
、
交

付
申
請
か
ら
収
支
報
告
ま

で
の
流
れ
を
示
し
て
い
ま

す
。

項目 内容（参考例）

調査研究費 会派等が行う市の事務、地方行財政等に関する調査研究及び調査委託に関する経費（調査委
託料等）

研 修 費
会派等が研修会を開催するために必要な経費、団体等が開催する研修会の参加に要する経費
（講師謝礼、会場費、機材借上料、資料代、会費、交通費、宿泊費（食事代を除く）、自動車借上
料、駐車料金、高速料金、入館料等）

資料作成費 会派等が行う市政に関する調査研究に必要な資料の作成に要する経費
（資料の印刷製本代（機関紙等の発行を除く）等）

資料購入費 会派等が行う市政に関する調査研究に必要な図書、資料等の購入に要する経費

項目別の政務活動費運用指針

※上記のほか、各項目において会派等で使用する調査研究のために必要な消耗品代、通信費、使用料、備品代を参考例に含むものとする。

・条例第4条別表の経費の使途基準は、次の事項を参考例として運用する。

特集①
改
革
の
論
点
は

②
政
務
活
動
費
の
事
務

　
的
な
新
し
い
運
用
は


